外貨預金で12週間　　もとに戻るindex.htm
　統計をコンピュータを使って教えようとするときに，ちょっと困るのは，統計的にやさしいことを扱おうとすると，コンピュータのカラクリの方が難しくて，逆に統計的に難しいことを扱うには，単純な操作でできてしまうことです．

　まず，単純にゲームをやってみてください．外貨預金と日本円の預金があります．10万円を12週間の間運用するシミュレーションです．外貨預金は日本円の預金に比べて利率は２倍ですが，円ドル相場は変動します．１週間に１回出し入れができますが，12週間目で強制的に日本円に換算して，その残高を競います．なお，円ドル相場は，前の週を基準にして，正規分布するような値の増減額で変動します．

　このゲームでは，正規分布の変動が鍵ですが，実はエクセルにはワークシート関数として組み込まれています．マクロで，そのワークシート関数として定義されている（運命が決められている）欄をみて，変動する額としているのです．

　四則演算の他に，これまで，sum()，とか，sqrt()とかのワークシート関数を使って来ました．また，マクロの中でも関数を使えます．しかし，この両者は別々の発達をしたために，若干の差異があります（sqrt()がsqt()となるなど）．でも，この例のようにワークシート関数をマクロの中に使うこともできますし，マクロのようにして，ワークシート関数を拡張することもできます．素数のところで，すでに利用者定義関数の書き方の例を出していますが，その関数の名前と同じ名前の変数の値が，関数の値を計算する手続が終わったとき，関数の値となるのです．
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